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1 はじめに

魔方陣とは，n× n個の正方形の方陣に数字をいれ，行,

列，対角線も，数の合計が等しくなるもののことである．

紀元前１世紀ごろから中国の『大戴礼記』や『楊輝算法』

に記されている．現代では魔方陣と呼ばれるようになった

が，当時は方陣と呼ばれていた．中国以外にも，インドや

イスラムもかなり古く発生のちと考えられる．日本では，

鎌倉時代末の『二中歴』から出てきているが，江戸時代頃か

ら多くの数学者が研究するようになった ([2],pp.202-204)．

平成２９年に改訂された数学の学習指導要領では「数学

的な見方・考え方」を働かせた学習活動を通して，目標に

示す資質・能力の育成を目指すことが述べられている．こ

こでいわれる資質・能力とは (1) 知識及び技能，(2) 思考

力，判断力，表現力，(3) 学びに向かう力，人間性等であ

る．また，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，

問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を振り返って概

念を形成したり体系化したりする過程といった数学的に問

題発見・解決する過程を学習過程に反映させることが重要

であるとされている [1]．

現在，魔方陣は，中学１年生の正の数・負の数での利用

や，高校の数学 Aでの数学と人間の活動などで題材として

使われている．それは，新学習指導要領の考えに沿ったも

のであると思われる．生徒自身が，問題発見・解決する過

程を体験できるような授業を考える．

2 親子方陣を用いた授業案

親子方陣とは外囲をとってもその中も方陣になっている

もののことを言う．正の数・負の数を用いた魔方陣の授業

の応用として,関孝和の考えた親子方陣,特に外囲の次数が

奇数であるものに限定したものを取り扱う授業案をここで

考えていく. この授業の目標は

・親子方陣のきまりについて関心を持ち, 規則性を調べ

ようとする.

・親子方陣の性質を理解し, 様々な親子方陣づくりをす

ることができる.

・自立的,協働的に課題を解決することができる.

ことである. この授業は魔方陣とは何かの授業を終えた

あとの授業案であり中学校１年生を想定し，５０分の授業

２時間分とする．課題研究の部分のみ学習指導案の形で書

いていく．

3 １時間目

3.1 導入

５分程度で行う．学習課題「親子方陣とは何か」を提示

する．まず前回までの復習として魔方陣とは何であったか

を問いかける．５次方陣を黒板に張り出し確認する．

図 1 ５次方陣例

ここで親子方陣とは何かの予想を生徒にたてさせ，この授

業への興味関心を引きつける．

3.2 展開

親子方陣について説明し，外囲を完成させる．
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図 2 ５次方陣の外囲

3.3 振り返り

１０分程度でまとめを行う．演習として３次方陣の場合

の外囲を作成する．

まずは個人で考え，その後班の人との相談を許可する．

次の授業で答え合わせを行うため，とき終わらなかった場

合は宿題とすることを伝える．

4 ２時間目

4.1 導入

７分程度で行う．学習課題「親子方陣はどのように作れ

るのだろうか」を提示する．前回宿題とした３次方陣の外

囲の答え合わせを行う．

図３　３次方陣の外囲　解答

4.2 展開

親子方陣の作成に取り組む．

4.3 振り返り

魔方陣，親子方陣とはどのようなものであったかを自分

の言葉で説明できるようにまとめさせる．

5 おわりに

新学習指導要領では主体的・対話的で深い学びが重要で

ある．この授業案は生徒が自立的に事象を数理的に捉え，

問題を見いだせるよう個人思考の時間を必ずとり，その上

で対話的に深い学びを見いだせるよう班活動の時間を多

く取り入れた．班活動にすることで発言をしやすい，聞き

やすい環境を作る．多くの意見を踏まえた自分なりの考え

をつくることができる．こういった授業に慣れていくこと

で，自分の意見を言えることが習慣化させることができる．

生徒が今後生きていく中で社会に必要な力を考え，学習

指導要領に沿った授業が行えるよう日々学んでいきたい．
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